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１．研究計画の概要 

近年、越境汚染はヨーロッパでも、また東ア
ジアでも特有な黄砂現象などの新たな問題
として認識されており、その気象動態などは
過去に実績のからある程度明らかにされて
きた。しかしながら、大陸飛来の黄砂微小粒
子による健康影響を含め、越境汚染による健
康影響に関しては、ほとんど研究がなされて
こなかった。 

 そこで本研究では、東アジアでの特有な黄
砂飛来する現象が早まるに伴い、都市部で排
出される汚染化学種によるスギ花粉や黄砂
の修飾に関する影響評価を行い、その動態解
析手法を開発し、花粉アレルゲンと黄砂・汚
染化学種による花粉症罹患への複合影響に
ついて工学的解析を主とした分野融合型研
究で、影響指標を探索し、国内外における免
疫学的研究による生体影響評価手法の改善、
環境汚染・花粉アレルゲン情報化システムの
構築にも貢献しようとしている。 

 

２．研究の進捗状況 

これまでに以下の研究を行うために、室内実
験室、並びにフィールド調査による粒径別の
黄砂、花粉、アレルゲン捕集・分析法の見直
し、花粉捕集専用サンプラーの開発、飛散花
粉数の整合性評価およびアレルゲンとの関
連性、花粉の微小化因子に関するモデル実験、
新たなアレルゲン可視化・高感度計測手法の
確立を実現し、次年度以降の評価解析研究の
基礎を構築することができた。 

 

３．現在までの達成度 

本研究では、室内実験室、並びにフィールド
調査による粒径別の黄砂、花粉、アレルゲン
捕集・分析法の見直し、花粉捕集専用サンプ

ラーの開発、飛散花粉数の整合性評価および
アレルゲンとの関連性、花粉の微小化因子に
関するモデル実験、新たなアレルゲン可視
化・高感度計測手法の確立を実現した。従っ
て、飛散花粉と黄砂飛来(高 Ca2+濃度時など)

によるアレルゲン異常飛散、都市部での抗原
－抗体との分子間相互作用による解析結果
から、国内外初のスギ花粉と黄砂の修飾影響、
人体への悪影響に関する新たな学術的な知
見を得られ、次年度以降の評価解析研究の基
礎を構築することができた。 

また、本研究の成果から、黄砂飛散情報、環
境汚染度、花粉アレルゲン複合粒子の粒径別
濃度を統合化した新たな花粉アレルゲン情
報化システムの構築、さらにﾋﾉｷやｶﾊﾞﾉｷ等の
他の花粉症対策への適用、花粉学会の関係者
と連携した疫学的研究における影響評価手
法の改善にも極めて重要である。 

さらに、本計画研究の多くの成果は、
Atmospheric Environment, Aerosol 

Research and Air Quality, Environmental 

Health Risk, Biomedicine and Health, 

Ecology and the Environment などの国際的
に評価の高いジャーナル(英語)を含めて、学
術論文公表済あるいは掲載予定している。ま
た、国内外での一般定例学術会議での口頭発
表の実績を除いて、国地域限定の学術誌での
学術論文掲載として、Asian Journal of 

Atmospheric Environment(英語、日韓)、エ
アロゾル研究誌(日本語)、並びに中国環境科
学誌 (China Environmental Science)(中国
語)にも公表している。新学術領域研究の成果
を日本国民に開示することは勿論のこと、多
国の言語によって積極的にかつ国際的にも
発信することは、中国を含む都市部周辺地域
での黄砂への複合化学反応、並びに越境大気
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汚染に伴う生態系へのエアロゾルインパク
トについて国際的な理解を高めていくこと
にも極めて意義の深いものである。 

 

４．今後の研究の推進方策 
本研究では、都市において、早期飛散黄砂、
汚染化学種によるスギ花粉と黄砂の修飾に
関する影響評価を行い、その動態解析手法を
開発し、花粉アレルゲンと環境汚染化学種に
よる花粉症罹患への複合影響について工学
的解析を主とした分野融合型研究で、国内外
における免疫学的研究による生体影響評価
手法の改善、環境汚染・花粉アレルゲン情報
化システムの構築にも貢献しようとしてい
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕国民への情報開示 

1. 朝日新聞 2011 年 2 月 16 日朝刊 p.28，花

粉猛威対策あれこれ・スギの飛散量、過

去 10 年で最大どうする・雄花びっしり

…「強毒化」も，王青躍． 

2. 王青躍、「スギ花粉症、スギ花粉アレル

ゲン放出と大気汚染物質との関連」につ

いて紹介された、フジテレビ「Ｍｒ．サ

ンデー」（フジテレビ系列全国２６局ネ

ット）司会：宮根誠司、滝川クリステル: 

平成 23 年 2 月 6 日(日)22 時～23 時 15

分放送 

3. 王青躍、「花粉ってどこを飛んでるの？

今年最大飛散の花粉シーズンにおいて、

悩ませる花粉の飛散挙動を知るため、花

粉量の測定方法や花粉を防ぐ方法など

はどうなっているか？さらに、アレルゲ

ンの挙動などについて、科研費新学術領

域研究から得た成果を含めて解説した」、

テレビ東京「トコトンハテナ」（テレビ

東京 全国６局ネット）共演者：高橋英

樹（俳優）他、平成 23 年 3 月 13 日(日) 18

時 30 分～19 時放送 


